
8 月 15 日 （ 木 ）

No. 1st 2nd 7mTC TOTAL

1 0 0 0 0

2 0 0 0 0

4 3 1 1 5

6 0 0 0 0

7 6 1 2 9

8 0 2 0 2

9 2 1 0 3

11 3 2 1 6

14 0 1 0 1

16 0 0 0 0

17 0 0 0 0

18 1 0 0 1

20 0 0 0 0

23 0 1 0 1

24 0 0 0 0

25 3 3 2 8

18 12 6 0 36

　【　第8回 男子ユース世界選手権　】

2019年8月6日～8月18日　開催地：北マケドニア

試　合　結　果　報　告

ＪＡＰＡＮ vs クロアチア

18 １ｓｔ 15

12 ２nd 15

可児　大輝

6 ７ｍTC 5

36 TOTAL 35

個人得点 戦況

NAME 　9位決定戦は、立ち上がりクロアチアに3点を先行さ
れた日本は、シュートがゴールを割れずに重苦しいス
タート。ようやく4分に左腕・梶山がサイド上がりからミ
ドルを打ち込んで得点、クロアチアの大型ポストを軸と
したプレーに失点を喫するも、蔦谷の鋭いミドルに加
え、司令塔の安平からＰＶ吉田、ＬＢ藤川へのパスプ
レーが連続して決まり、追撃態勢を固めた。
　14分8-10で１人退場のピンチをＧＫ石濱の好守で凌
ぐと、吉田のポスト、蔦谷・藤川のミドルなどで14-14の
同点に追いつくと、安平のカットイン、ミドルで連取して
逆転に成功する。
　安平のプレーにペースを崩したのかクロアチアにミス
が目立ち、前半終了間際に可児、蔦谷で連取した日
本が18−15と3点リードして折り返した。

　後半に入っても、蔦谷・藤川のミドル、清水、治田の
サイドで加点すると、守ってはGK石濱の堅守もあり、9
分まで24-20と優位をキープする。
　しかし、クロアチアもカットインやサイドなどでジリジリ
と差を詰め、蔦谷、藤川のミドルが単発に決まるだけ
の日本は次第に守勢に追い込まれていく。27分には
29-29の同点の場面から、日本は安平がミドルを決め
れば、クロアチアもカットインでゴールを奪い、互いに
一歩も譲らない。
　残り２分からの息詰まる攻防は両者とも得点を許さ
ず、30−30の同点で60分が終わり、大会規定により７
mＴコンテストにもつれ込んだ。
　先行の日本、後攻のクロアチアとも１本ずつ外して6
投目からはサドンデスに。クロアチアがゴールを決め
れば、日本も安平が冷静に左隅に打ち込む。そして7
投目、クロアチアのゴール外へのミスショットの後、蔦
谷がGKの右脇下を撃ち抜き、熱戦に終止符を打ち、9
位となった。

石濱　塁

佐藤　陽太

蔦谷　大雅

窪田　礼央

安平　光佑

清水　裕翔

吉田　守一

藤川　翔大

TOTAL

報告記入者　： 吉田耕平

山口　直輝

高木 アレキサンダー

朝野 翔一郎

梶山　瑞生

石田　知輝

治田　大成

榎本　悠雅


